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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Exp 巧 ss 5800 /I lOSb 



運用参巧守編 


装置の運用および保守について説明します。 


r 曰常の保守」（180ページ） 

日常使う上で確認しなければならない点やファイルの管理、クリーニングの方 
まについて説明します。 

r システム診断」 （18 日ページ） 

診断ユーティリティの使い方について説明します。 

r 障害時の対処」（188ページ） 

故障かな？と思ったときに参照して<ださい。トラブルの原因の確認方法やそ 
の対処方まじついて説明していまず。 

r 保守ツール」 （2 12ページ） 

本装置に添付の EXPRESS 目 ULDER CD-ROM には「オフライン保守ユーティ 
リティ」が含まれていませんが、代わりとなる保守ツールが格納されていま 
す。ここでは保守ツールの使い方について説明します。 

r 移動と保管」に13ぺージ） 

本体を移動-保管する際の手順やを意事項について説明します。 

r ユーザーヴポート」 （21 日ぺージ） 

本製品に関するさまざまなサービスについて説明します。サービスは弊社、お 
よび弊社が認をした保守サービス会社から提供されるものです。ぜひご利用く 
ださい。 


P 面 


Express 5800/100 シリーズ全般の運用について説明した 「Express Server 
Management Guide 」 も参考にしてく ださい 。 「Express Server Management 
Guide 」 は、オンラインドキュメント、または々のホー ムぺ ージより参照する 
ことができます。 

http://nec8.com/ 
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180 日常の保守 


曰おの保守 

装置を常にべストな状態でお使いになるために、ここで説明する確認や保守をを期的に行って 
<ださい。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼 
してください。 


アラートの確認 


システムの運用中は、 ESMPR0 で障害状ミ兄を監視してください。 

管理 PC 上のESMPRO/Se「ve「Mamge「にアラートが通報されていないか、常にを意するよう 
ムがけてください。ESMPRO/Se「ve「Mamge「の「統合ビユーア」、「データビユーア」、「ア 
ラートビューア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 


ESMPR 日でチェックする画面 



データビューア 



アラー トビ ユーア 


ステータスランプの確認 


本体の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして本体の電源を 0FR こする前に、本体 
前面にあるランプの表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容については「八ード 
ウェア編」の56ページをご覧ください。万一、本体の異常を示す表示が確認された場合は、保 
守サービス会社に連絡して保守を依頼してください。 
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を期的に本体の八ードディスクドライブ内の大切なデータをバックアップすることをお勧め 
します。最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツールについてはお買い求 
めの販売店にお問い合わせください。 

八ードウエアの構成を変更したり、巨 IOS の設をを変更したりした後は 、 EXPRESSBUILDER 
の「システム情報の管理」機能を使ってシステム情報のバックアップをとってください （42 
ページを参照）。 

ディスクアレイを構築しているシステムでは、ディスクアレイのコンフィグレーション情報の 
バックアップをとっておいてください。また、八ードディスクドライブの故障によるリビルド 
を行った後もコンフィグレーション情報のバックアップをとっておくことをお勤めします。コ 
ンフィグレーション情報のバックアップについては、ボードに添付の説明書を参照してくださ 
い。 




182 日常の保守 


クリーニング 


装置を良い状態に保つためにを期的にクリーニングしてください。 



警告 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観のミちれは、柔らかい乾いた布でミちれを巧き取ってください。ミちれが落ちにくいとき 
は、次のような方まできれいになります。 



• シンナ ー 、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 
いたみや変色の原因になります。 

• コンセント、ケーブル、本体背面のコネクタ、本体内部は絶対に水など 
でめ5さないで < ださい。 


1 . 本体の電源が日 FF ( P 日 WER ランプ消丹）になっていることを確認する。 

2. 本体の電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふを取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔らかい巧を浸し、よく絞る。 

己.ミちれた部分を手順4の巧で少し強めにこすってミちれを取る。 

6. 真水でめらしてよく絞った巧でちラー度ふく。 

7. 乾いた巧でふく。 
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キーボード/マウスのクリーニング 

丰ーボードは本体および周辺機器を含むシステム全体の電源が OFF ( POWER ランプ消な）に 
なっていることを確認した後、羊ーボードの表面を乾いた布で巧いてください。 

マウスが正常に機能するためには、内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけれ 
ばなりません。マウスボールのミちれを防ぐためにほこりの少ない場所で使用して、を期的に次 
の手順でクリーニングしてください。 


1 . 本体の電源が日 FF ( P 日 WER ランプ消丹）になっていることを確認する。 


2. マウスを裏返してマウスボールカ 
ノ く一を反時計回りに回して中から 
マウスボールを取り出す。 

3. マウスボールを乾いた柔らかい巧 
などでふいて、ミちれを取り除く。 

ミちれがひどいときはめるま湯、ま 
たは水で薄めた中性洗剤を少量含 
ませてふいてください。 

4. マウス内部にある3つの小さな 
□ーラを綿棒などでふく。 

ミちれがひどいときは アルコールな 
どを少量含ませてふいてくださ 
い。 

日.マウスボールをマウスの中に戻 
す。 




手順3、4でマウスボールや□ーラ 
をめらした場合は、十分に乾燥さ 
せてからボールを入れてくださ 
い。 


6 . 


マウスボールカバーを元に戻し 
て、時計回りに回して□ックす 
る。 
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CD - ROM のクリーニング 

CD - ROM にほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりするとデータを正しく 
読み取れません。次の手順に従ってを期的にトレー、 CD - ROM のクリーニングを行います。 

1. 本体の電源が日 N (P 日 WER ランプ点口）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面の CD トレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが光ディスクドライブから化てきます。 

3. CD-R 日 M を軽く持ちながらトレーから取り出す。 

wO CD-ROM の信号面に手び触れないようを意してください。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔らかい巧でふを取る。 

wO 光ディスクドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズび傷つ 
いて誤動作の原因となります。 

日.トレーを軽く押してトレーを光ディスクドライブに戻す。 

目. CD-R 日 M の信号面を乾いた柔らかい巧でふく。 


CD-ROM は、中*こ、か5州則に向けて 
ふいてください。クリーナをお使い 
になるときは、 CD-ROM 専用のク 
リーナであることをお確かめくださ 
い。レコード用のスプレー、ク U — 
ナ、ベンジン、シンナーを使用する 
と、ディスクの内容び読めなくなつ 
たり、装置にそのディスクをセット 
した結果、故障したりするおそれび 
あります。 



テープドライブのクリーニング 

テープドライブのへ、ソドのミちれはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。を期的に専用のクリーニングテープを使ってクリーニングしてくださ 
し^。クリーニングの時期やクリーニングの方法、および使用するテープカートリッジの使用期 
閨や寿命についてはテープドライブに添付の説明書を参照してください。 

EXPRESS 目 UILDER に格納されているユーティリティ「テープ監視ツール」をインス I ルし 
ておくと、テープドライブやテープカートリッジの状態を監視し、クリーニングの要求やドラ 
イブの異常などをポップアップメッセージとして表示したり、異常の詳細をイベント□グに記 
録したりすることができます。インストールについては「ソフトウェア編」、またはオンライ 
ンド羊ュメントを参照してください。 
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システム診断 

システム診断は装置に対してを種テストを行います。 

「 EXPRESS 巨 ULDER 」 の「ツール」メニューから r システム診断」を選択して診断してくださし^。 


システム診断の内容 


システム該断には、次の項目があります。 

• 本体に取り付けられているメモリのチェック 

• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 


W"0 システム該断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルをがしてくだ 
さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼずお 
それびあります。 


こ /、—ドずイスクドラ^ブのチてツクでは、テ^イスク〜の*ぎみは6し、ませ 

P 面ん。 


システム診断の起動と終了 


次の手順でシステム診断を起動します。（本装置が運用中の場合はシャットダウンし、再起動 
できる状態にした後で手順1〜12を行ってください。） 


1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセント 
から抜く。 

2. 本体に接続している LAN ケーブルをすべて取り外す。 

電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を日 N にする。 


3. 









186 システム診断 


4. EXPRESS 巨 UILDER CD-R 日 M を使ってシステムを起動する。 

「ソフトウェア編」の rEXPRESSBUILDERJ を参照して正しく起動してください。 

EXPRESSBULDER から起動すると画面に 「 EXPRESS 目 UILDER トップメニュー」 
が表示されます。 



、 es_s58n0 ン y ース LXPRESSBn 1 LDER xxxx— X Copyright.(C)HEC Corporat 1 0112004 


r シームレスセットアップ j とは、 ハー ドウエア 
の巧なのなパラメー？やが巧の設をから OS、 を径 
ユーティリティのイシストールまでを空巧の 
CD-ROM rEXPRESSBUILDERJ を皮って切れ目な< 
(シームレスで）セットアップできる&自の 
セットアップ方まです • 

八ードディスクを K 入時の巧度と実なるバ^ィ 
ベ 户ン設定で使用するちさや OS ぞ S インストール 
するみなんシームレスセットアップをな用しで 
ください，巧推な d? ットアップをこの货能が巧 
わ。で巧います • 、、、 / 

シームレスセットアップは*セット タミ ブをが 
するなにセットアップに必要な倍*ぞ集し 
フロッビーディスクに巧存し、セットアップの店 
に子の括*をを一読み出しで自な的に一まのヤッ 
トアップを進めるというものです • 

こ®とさ使用されるフロヴビ^ィスク®ことを 
r セットアップパラメータ FDJ と巧びます， 


EXPRESSBULDER トップメニュ ー 


日.[ツール]を選択する。 

6. 「ツールメニュー」の[システム診断]を選択する。 

システム診断を開始します。約3分で診断は終了します。 

彰断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 

試験タイトル 



試験タイトル 

診断ツールのを称およびバージョン情報を表示します。 


試験ウインドウタイトル 

彰断状態を表示します。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始-終了 -経過時闇および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作する羊一の説明を表示します。 
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試験簡易ウインドウ 

診断を実行したを試験の結果を表示します。カーソル行で<£が6「>车一を押すと試 
験の詳細を表示します。 

システム診断でエラーをお化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 
赤く反転表示し、ち側の結果に fAbnormal End 」 を表示します。 

エラーを横化した試験にカーソルを移動し<£が6「>车一を押し、試験詳細表示に化 
力されたエラーメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

7. 画面最下段の「ガイドライン」に従いく Esc > キーを押す。 

• W 下のエンドユーザーメニューを表示します。 


TeDoLi (TEst & Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 




<Test Result> 


<Device List> 



<Reboot> 


Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


く Test Result > 

前述の診断終了時の画面を表示します。 

く D 白 vie 巨 List > 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

く Log lnfo > 

試験□グを表示します。エラーメ 、ソ セージをフ □、ソ ピーディスクへ保存することが 
できます。フ□、ソピーディスクへ記録する場合は、フォーマット済みのフ□、ソピー 
ディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットし、く Save > を選択してくださし、 

< Option > 

□グの化力先の変更します。 

く R 白 boot > 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーザーメニューでく Reboot 〉 を選択する。 

再起動し、システムが EXPRESSBUILDER から起動します。 


9. EXPRESS 巨 UILDER を終了し、光ディスクドライブから CD - R 日 M を取り出す。 

10. 本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセントから抜く。 

11. 手順2で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続する。 

上でシステム診断は終了です。 





188 障害時の対処 


障害時の対処 

「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当するこ 
とがらがある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「を使って障害の発生箇所を磕認し、 
障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の磕認ができたら、故障した部品のを換やシステム復旧などの処置を行い 
ます。 


障害が八ードウエア要因によるちのかソフトウエア要因によるちのかを判断するには、 
[51\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1311396「が便利です。 



帝 M QI * 1 片 I 加. 




サーバ/ワークステーション 
の障害発生箇所、および障 
害内容を確認 


7 T 化の化6の邮卜わり） ur 地_ 

*l->lial »1 咖,1 XI 面 I區ゴ巧!国 lula 面 I 国 凶 


回 固， お田 《 お 
す 商 录函曰 


ESMPRO/ServerManager 
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エラーメッセージ 


本体じなんらかの異常が起きるとさまざまな形で エラーを 通知します。ここでは、 エラーメッ 
セージの 種類に ついて 説明します。 


POST 中のエラーメッセージ 

本体の電源を ON じすると自動的に実行される自己診断機能 「 POST 」 中に何らかの異常を橫 
出)すると、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。また、エラーの内容に 
よってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。 



次にエラーメッセージの一覧と原因、その対処方まを示します。 


wO 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示やビープ音のパター 
■to ンをメモしておいてください。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報と 
なります。 


Pee 


POST のエラーメッセージ ー K は本体のみのものです。マザーボードに接続さ 
れているオプションの SCSI コントローラボード、ディスクミラーリングコント 
口ーラに搭載されている BIOS のエラーメッセージとそのが処方まについては 
オプションに添付のマニュアルを参照してください。 













190 障害時の対処 


画面に表示されるエラーメッセージ 


エラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

0200 

Fan Lure Fixed Disk 

八ードディスクドライブエラー。 

保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0210 

Stuck Key 

キーボード接続エラー。 

キーボードを接続し直してください。 

0211 

Keyboard error 

キーボードエラー。 

• キーボードを接続し直してください。 

• 再起動して<ださい。それでも直ら 
ない場合は保守サービス会社に連絡 
してください。 

0212 

Keyboard 

ControLLer FaiLed 

キーボードコント□ーラエラー。 

0250 

System battery is 
dead - Rep Lace and 
run SETUP 

システムのバッテリがない。 

保守サービス会社に連絡してバッテリ 
をを換してください。コンピュータを 
再起動後、 SETUP を起動して設定し 
直してください。 

0251 

System CMOS 
checksum bad 

Default 

conT 1 guration used 

システム CMOS のチェックサム 
が正し < ない。 

デフォルト値が設定されました。 

SETUP を起動して、設定し直してく 
ださい。 

0260 

System timer error 

システムタイマーエラー。 

保守サービス会社に連絡してください。 

0270 

Rea し time c Lock 

error 

リアルタイムク□、ソクエラー。 

0271 

Check date and 
time setting 

リアルタイムク□ックの時刻設定 
に誤りがある。 

SETUP を起動して、時刻や日がを設 
定し直して<ださい。設定し直しても 
同じエラーが続けて起きるときは保守 
サービス会社に連絡してください。 

02B0 

Diskette drive A 

error 

フ□、ソピーディスクドライブ A 
のエラー。 

保守サービス会社に連絡して<ださい。 

02D0 

System cache error 
- Cache disabLed 

システムキャッシュエラー。 

キャッシュを使用できません。保守 
サービス会社に連絡してください。 

0B20 

NVRAM cleared by 
jumper 

CMOS クリア用ジャンパスイッ 
チによって BIOS 情報がクリアさ 
れた。 

CMOS クリア用ジヤンパスイ、ソチを元 
の位置に戻してください。 SETUP を 
起動して設定し直してください。 

0B28 

Unsupported CPU 
detect on CPU 

S 0 c ke 11 

サポートしていない CPU が 

CPU#1 のソケットに取りがけら 
れている。 

保守サービス会社に連絡して本装置が 
サポートしている CPU と交換してく 
ださい。 

0B30 

CPU Fan 1 ALarm 
occurred 

CPU のファン1の異常。 

ファンの目詰まりをチェックして、ほ 
こりが付着しているようであれば取り 
除いてください。異常が見当た6ない 
場合や清掃しても直らない場合は、保 
守サービス会社に連絡してください。 

0B31 

System Fan 1 ALarm 
occurred 

装置のファン1の異常。 

0B32 

System Fan 2 ALarm 
occurred 

装置のファン2の異常。 

0B70 

The error occurred 
during t empe nature 
sensor reading 

温度異常をお化ずる途中にエラー 
をお化した。 

保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B71 

System Temperature 
out of the range 

温度異常をお出した。 

一度電源を OFF にして、各ファンの目 
詰まりをチェックして、ほこりがが着 
しているようであれば取り除いてくだ 
さい。異常が見当たらない場合や清掃 
しても直らない場合は、保守サービス 
会社に連絡して<ださい。 

0B74 

The error occurred 
during voLtage 
sensor reading 

電圧をお化中にエラーが起きた。 

保守サービス会社に連絡して<ださい。 

0B75 

System voLtage out 
of the range 

システムの電圧に異常をお化し 
た。 

0B78 

The error occurred 
during fan sensor 
reading 

ファンセンサのリード中にエラー 
が起きた。 
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エラーメッセージ 

意味 

巧処方法 

Expansion ROM not 
initia Lized 

PCI カードの拡張 ROM が初期化 
されない。 

PCI ボードの取り付け状態を確認して 
ください。または、 SETUP を起動し、 
[Advanced] 乂ニューの [PCI 
Configuration] で、起動に必要のない 

PCI ボードに対する拡張 ROM(Option 
ROM) の設定を無効にしてください。 

ディスクミラーリングコント□—ラを 
搭載しているときにこのエラーが発生 
した場合は、 SETUP を起動し、 
[Advanced] 乂ニューの [PCI 
Conriguration] — [Onboard LAN 

Device] の [Option ROM Scan] を 
「Disable」 にしてください。 

InvaLid System 
Configuration Data 

システムを構成しているデータが 
破壊されている。 

保守サービス会社に連絡してください。 

PCI System Error on Bus/ 
Device/Function 

バス/デバイス/フアンクシヨン 
で PCI システムエラーが発生し 
た。 

PCI Parity Error on Bus/ 
Device/ Function 

バス/デバイス/フアンクシヨン 
で PCI パリティエラーが発生し 
た。 

Resource ConfLict 

PCI カードのリソースが正しく 
マッピングされていない。 

System Conrigu ra tino Data 
Read error 

システムを構成しているデータの 
リードエラー。 

System Conrigu ra tion Data 
Write Error 

システムを構成しているデータの 
ライトエラー。 

WARNING: IRQ not 
conr1gu red 

PCI カードの割り込みが正しく設 
定されていない。 

保守サービス会社に連絡してください。 


ビープ 音による エラー 通知 

POST 中にエラーを橫化しても、ディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示できない 
場合があります。この場合は、一連のビープ音でエラーが発生したことを通知します。エラー 
はビープ音のい<つかの音の組み合わせでその内容を通知します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 1- 
3-1-1) ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意□末、対処方法を示します。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

3-3-( 繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換して < ださい。 

1 -2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社 
に連絡して DIMM またはマザーボードを巧 
換してください。 

1-3-1-3 

キーボードコント□ーラテストエラー 

丰ーボードを接続し直して<ださい。それ 
でも直らない場合は保守サービス会社に連 
絡してマザーボードを交換してください。 

1 -3-3-1 

メモリを検出できない 
メモリの容量チェック中のエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してください。 
それでも直らない場合は保守サービス会社 
に連絡して DIMM、 またはマザーボードを 
交換して < ださい。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low Byte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 
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ビープコード 

意味 

巧処方法 

1-5-1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換して < ださい。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してください。 

また、増設した PCI ボードのオプション 

ROM の展開が表示されない場合は 、 PCI 
ボードの取りがけ状態を確認して<ださい。 
それでも直らない場合は保守サービス会社 
に連絡して、増設した PCI ボード、または 
マザーボードを交換してください。 


Windows のエラーメッセージ 

Windows Server 2003の起動後に致命的なエラー ( STOP エラーやシステムエラー)が起き 
るとディスプレイ装置の画面がブルーに変わり、エラーに関する詳細なメッセージが表示され 
ます。 


*** STOP: 日 xOOOOOOOA (0x00000074, 0x00000002, 0x00000001, 0x80108E7A) 

IRQL NOT LESS OR EQUAL*** Address 80108 E7A has base at 801000 日 ntoskrnL.exe 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると自動的にメモリダンプを実行し任意のディレクトリにメモリダン 
プのデータを保存します （ r メモリダンプ（デバッグ情報）の設を」 （35 ページを参照））。の 
ちほど保守サービス会社の保守員からこのデータを提供していただくよう依頼される場合が 
あります。 MO や DAT などのメディアにファイルをコピーしての保守員に渡せるよう準備して 
おいてください。 


wO STOP エラーやシステムエラーび発生しシステムを再起動したとき、仮想メモ 
U び不足していることを示すメッセージび表示されることびありますび、その 
まま起動してください。 


^ このファイルをメディアにコピーする前(こ、イベントビューアを起動して、シ 

ステムイベント□グで Save Dump のイベント□グが記録され、メモリダンプ 
が保存されたことを確認して < ださい。 


このほかにもディスクやネットワーク、プリンタなど内蔵デバイスや周辺機器にエラーが起き 
た場合にも警告メッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡し 
てください。 
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サーバ管理アプリケーションか5のエラーメッセージ 

ESMPRO / ServerAgent や ESMPRO / ServerManager、Power Console Plus などの管理、ソー 
ルを本装置や管理 PC へインス I -ールしておくと、何らかの障害が起きたときに管理 PC や本体 
に接続しているディスプレイ装置から障害の内容を知ることができます。 


各種アプリケーションのインストールや運用方まじついてはソフトウエア編、またはオンライ 
ンドキュメントを参照してください。 

ESMPRO を使ったシステム構築やを種設をの詳細についてはオンラインヘルプや、オンライ 
ンド羊ュメントの 「Express Server Management Guide 」、 別売の 「 ESMPRO システム構築 
ガイド」で詳しく説明されています。 
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思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェ、ソクリストの内容に従って本装置を 
チェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目があるときは、その後の確認、処 
理じ従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録し 
てから、保守サービス会社に連絡してください。 


本体について 

[?] 電源び ON にな5なし、 

n 電源が本体に正しく供給されていますか？ 

電源〕ードが本体の電源規格に合ったコンセント（または UPS ) に接続され 
ていることを磕認してください。 

一本体に添付の電源コードを使用してください。また、電源コードの被覆が破 
れていたり、プラグ部分が折れていたりしていないことを確認してください。 

一接続したコンセントのブレーカが ON になっていることを確認してください。 

一 UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
から電力が化力されていることを確認してください。詳しくは UPS じ添付の 
マニュアルを参照してください。 

また、目 IOS セットアップユーティリティで UPS との電源連動機能の設ちがで 
きます。 

く確認するメニュ ー:[" Server 」 一 「 AC - UNK 」 > 

n POWER / SLEEP スイ、ソチを押しましたか？ 

一本体前面にある POWER / SLEEP スイッチを押して電源を ON ( POWER ランプ 
点な）にしてください。 

[?1 電源コードを接続した5自動的に電源び ON になり、すぐに OFF になった 

n 装置の正常な動作です。 

一本装置では、電源コードを接続後、 AC 電源を受電すると自動的にいったん電 
源が ON になり、2〜3秒後に OFF になります。これは装置の仕様で故障ではあ 
りません。 

[?1 画面び出ない-ビープ音び鳴る 

n DIMM が磕実に実装されていますか？ 

-> 同ーペア内に異なった仕様の DIMM が実装されていないか磕認してください。 
DIMM の仕様については98ページの 「 DIMM 」 を参照してください。 

n メモリを搭載していますか？ 

-最低2枚の DIMM が搭載されていないと動作しません。 

n グラフィックスアクセラレータ （AGP ボード）は正しく取り付けられています 
か？また、ケーブルが確実に接続されていますか？ 

-AGP ボードの取り付け状態およびケーブルの接続状態を確認してください。 
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[?] POST のメモリカウントや BIOS セットアップメニュー、 0 S のシステム情報で表ちされ 

るメモ U 容量び物 I 里メモリと一致しない 

一搭載している PCI / AGP ボードなどの構成によっては、実際に搭載している総 
物理メモリ容量より少なく表示される場合があります。故障ではありません。 
ただし、メモリを増設してもじ(前と情報が変わっていなかったり、普段の容 
量よりも少なくなっていたりした場合は、 DIMM の故障が考えられます。 


[?] POST び終わ5ない 


n 大容量のメモリを搭載していますか？ 

一搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時闇がかかる場合が 
あります。しばらくお待ちください。 

n 起動直後に羊ーボードやマウスを操作していませんか？ 

- 起動直後にキーボードやマウスを操作すると、 POST は誤って羊ーボードコン 
卜□ーラの異常を橫化し、処理を停止してしまうことがあります。そのとき 
はもう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 BIOS の起動メッ 
セージなどが表示されるまで羊ーボードやマウスを使って操作しないようを 
意してください。 

n 本体で使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

一 NEC が指定する機器 W 外は動作の保証はできません。 

[?1 ブルー画面 （ STOP エラー画面）で電源 OFF できない 

n 一度押しでは電源 OFF はできません。 

ーブルー画面で電源を OFF にする時は、強制電源 OFF (強制シャットダウン:電 
源スイ、ソチを4秒じ(上押し続ける）を行ってください。 


W "0 プ□セッサび異常高温になると、高価な部品を保護するための回路び作動しま 
■to す。この場合、システムはリセットが態となるため、 POWER / SLEEP スイッ 
チによる電源制御びできなくなります。電源コードを抜いて、電源を OFF にし、 
運用環境（周囲温度など）を確認した後、しば5くしてか5再度、電源コード 
を接続し、電源を ON する必要びありまず。なお、プ□セッサび冷却されるま 
での間（通常であれば己分程度）は、電源を OFF の状態にしておく必要びある 
場合ちありまず。 


[?] 内蔵デバイスやか付けデバイスにアクセスできない（または正し<動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

ーインタフェースケーブルや電源ケーブル（コード）が確実に接続されている 
ことを確認してください。また接続順唐が正しいかどうか確認してください。 

n 電源 ON の順番を闇違っていませんか？ 

一外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本体の順に電源を 
ON にします。 

n ドライバをインス I -ールしていますか？ 

- 接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要な 
ものがあります。デバイスに添付の説明書を参照してドライバをインストー 
ルしてください。 
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n 巨 IOS の設をを間違えていませんか？ 

一 PCI デバイスを接続している場合は、本体の BIOS セットアップユーティリ 
ティで PCI デバイスに対する設定をしてください。（通常は特に設定を変更す 
る必要はありませんが、ボードによっては特別な設をが必要なものもありま 
す。詳しくはボードに添付の説明書を参照して正しく設をしてください。） 
く磕認する メニュ ー ： 「 Advanced 」 一 「PCI Configuration 」 > 

ーシリアルポート、パラレルポート、 USB ポートに接続しているデバイスじつ 
いては、 I / O ポートアドレスや動作モードの設定が必要なものもあります。デ 
バイスに添付の説明書を参照して正し<設をして<ださい。 

<確認する メニュ ー ： 「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuration 」 > 

n ジャンパは正しく設をされていますか？ 

-接続されているデバイスにはジャンパ設をが必要なものがありますので添が 
の説明書を参考に、ジャンパを設をしてください。 

[?1 キーボードやマウスび正しく機能しなし、 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

一本体背面や前面にあるコネクタに正しく接続されていることを確認してくだ 
さい。 

一本体の電源が ON になっている闇に接続すると正しく機能しません （ USB デバ 
イスを除く）。いったん本体の電源を OFF にしてから正しく接続してくださ 
い。 

n 巨 IOS の設をを間違えていませんか？ 

一本体の目 IOS セットアップユーティリティでマウスを無効にすることができま 
す。目 IOS セットアップユーティリティで設定を確認してください。 

<確認する メニュ ー ： 「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuration 」 一 
「Mouse Port 」 > 

n ドライバをインストールしていますか？ 

一使用している 0 S に添付のマニュアルを参照してキーボードやマウスのドライ 
パがインス I -ールされていることを確認してください（これらは 0 S のインス 
トールの際に標準でインストールされます）。また、 0 S によっては羊ーボード 
やマウスの設定を変更できる場合があります。使用している 0 S じ添付の説明 
書を参照して正しく設定されているかどうか確認してください。 

□ Secure Mode になっていませんか？ 

一 Secure Mode 中は、羊ーボード-マウスは機能しません。 SETUP で設定:した 
ユーザーパスワードを入力して Secure Mode を解除してください。 
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[?] フ□ッピーディスクにアクセスでさなし、 

n フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットしていますか？ 

ーフ□、ソピーディスクドライブに「カチ、ソ」と音がするまで確実に差し込んで 
ください。 

n 書き込み禁止にしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチのノッチを「書き込み巧」 

にセットしてください。 

n フォーマットしていますか？ 

ーフォーマット済みのフ□、ソピーディスクを使用するか、セットしたフ□、ソ 

ピーディスクをフォーマットしてください。フォーマットの方法については、 
0 S じ添付の説明書を参照して < ださい。 

n BIOS の設をを闇違えていませんか？ 

一本体の BIOS セットアップユーティリティでフ□、ソピーディスクドライブを無 
効じすることができます。目 IOS セットアップユーティリティで設をを磕認し 
てください。 

く確認する メニュ ー ：rMairU 一 「Diskette A 」 

「 Security 」 一 [Floppy Write Protect 」 > 

n 1.2 M 目フォーマットのフ□、ソピーディスクを使用していませんか？ 

一本装置では1 .2 MB フォーマットのフ□、ソピーディスクは使用できません。 
1.44 M 巨フォーマットか720 K 巨フォーマットのフ□、ソピーディスクを使用し 
てください。 

[?1 ディスクにアクセスでさなし、 

n 光ディスクドライブのトレーに確実にセットしていますか？ 

ートレーに確実にセットされていることを確認してください。 

n 本装置で使用できる CD - ROM ですか？ 

一 CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

一 Macintosh 専用の CD - ROM は使用できません。 

[?] 光ディスクドライブ内で媒化の回輯音び大きし、 

n いったん、ディスクを取り化し、セットし直してください。 

一光ディスクドライブのオートバランス機構を再度機能させることで、回転音 
をおぎ无ます。 
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[?1 A - ドディスクドライブにアクセスでさなし、 

n 本体で使用できる八ードディスクドライブですか？ 

一弊社が指をする機器を使用して<ださい。 

n 八ードディスクドライブは正しく取り付けられていますか？ 

-八ードディスクドライブの取り付け状態やケーブルの接続状態を確認して< 
ださい。また、八ードディスクドライブを固をするネジは本装置に添付され 
ているネジを使用して<ださい。 

n 八ードディスクドライブの設をを間違えていませんか？ 

—八ードディスクドライブの設定（マスタ/スレーブ）が必要です。詳しくは 
八ードディスクドライブに添付の説明書を参照してください。1台目の八ード 
ディスクドライブをマスタに、2台目の八ードディスクドライブをスレーブじ 
言又ぉします。 

[?1 SCSI 機器（内蔵-外付け）にアクセスできない 

n 本体で使用できる SCSI 機器ですか？ 

一弊社が指をする機器 W 外は動作の保証はできません。 

n SCSI 機器は正しく取りがけられていますか？ 

一 SCSI 機器の取り付け状態やケーブルの接続状態を確認してください。 

n SCSI 機器の設定を闇違えていませんか？ 

一 SCSI ID や終端おおなどの設定が必要です。詳しくは SCSI 機器に添付の説明書 
を参照してください。 

n SCSI コント□ーラの設をを間違えていませんか？ 

-> オプションの SCSI コント□ーラボードを搭載し、 SCSI 機器を接続している場 
合は、 SCSI コント□ーラボードが持つ目 IOS セットアップユーティリティで正 
しく設定してください。詳しくは SCSI コント□ーラボードに添付の説明書を 
参照してください。 

[?1 0S を起動でさなし、 

n フ□、ソピーディスクをセットしていませんか？ 

-> フ□、ソピーディスクを取り化して再起動してください。 
n EXPRESS 目 ULDER CD-ROM をセットしていませんか？ 

-> EXPRESS 目 UDLER CD-ROM を取り化して再起動してください。 
n os が破損していませんか？ 

一 Windows の修復プ□セスを使って修復を試してくださいに 11 ページ)。 
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[?] ネットワーク上で認識されなし、 

n ケーブルを接続していますか？ 

一本体背面にあるネットワークポートに確実に接続してください。また、使用 
するケーブルがネットワークインタフエースの規格に準拠したものであるこ 
とを磕認してください。 

n 目 IOS の設をを間違えていませんか？ 

n 目 IOS セットアップユーティリティで内蔵のネットワークコント□ーラを無効じす 
ることができます。巨 IOS セットアップユーティリティで設をを磕認してください。 

n プ〇トコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

一本体ネットワークコント□ーラ用のネットワークドライバをインストールし 
てください。また、 TCP / IP などのプ□トコルのセットアップやを種サービス 
が確実に設をされていることを磕認して < ださい。 

n 転送速度の設をを間違えていませんか？ 

一本体に標準装備の内蔵ネットワークコント□-ラは、転送速度が1000 Mbps 、 
100 Mbps と 10 Mbps のネットワークでも使用することができます。この転送 
速度の切り替えまたは設をは OS 上から行えますが、「自動橫化」という機能は 
使用せず、1000 Mbps 、 100 Mbps または 10 Mbps のいずれかじ設定してくだ 
さい。 

また、接続している Hub と転送速度やデュプレックスモードが同じであること 
を確認してください。 

[?] 電源 ケーブルを接続ずると、 POWER/SLEEP ランプが点のずる。 

- AC 電源が供給された直後は、 POWER / SLEEP ランプが点なしますが故障では 
ありません。 

-度、 POWER / SLEEP スイ、ソチを ON / OFF すると消灯します。 





200 障害時の対処 


Windows Server 2003について 

[?1 LU 下のメッセージび表示され□グインできなくなった 


Windows 製品のフイセンス認証 

続行する前に Windows のライセンス認証の手続きを実行してくださし、 
手続きが完了ずるまで□グオンすることはできません。 

今すぐ手続きを実行しますか？ 

コンピュータをシャットダウンするには〔キャンセル]をクリックしてく 

ださい。 _ _ _ 

[はし^ ( Y )] I いい;！ （ N )] ヤン七ル I 


n Windows 製品のライセンス認証手続きを完了していますか？ 

一 Windows Server 2003では、 Windows 製品のライセンス認証手続きを完了 
しないまま使用していると、上記のメッセージが表示されます。[はい]を選ん 
で Windows のライセンス認証の手続きを実行してください。 

[?1 Windows Server 2003の運用中、イベントビューアに下記内容の EvntAgnt の警告 

が登録される場合がある 

イベント ID : 1003 

説明： TraceFileName パラメータがレジストリにありません。 

使用した既をのトレースファイルはです。 

イベント ID : 1015 

説明： TraceLevel パラメータがレジストリにありません。 

使用した既をのトレースレベルは32です。 

ー システム運用上、問題ありません。 

[?1 Windows のインストールび正しくできない 

n インス!-ール時のを意事項を磕認していますか？ 

一 20ページ（または、オンラインド羊ュメント）を参照してください。 

[?1 Windows のインス I ^ール中、イベントビユーアのシステム□グに;欠のような内容の警 

告が記録される 


ぺージング操作中にデバイス ¥ Device ¥ CdRomO 上でエラーがお出されました。 


ー システムの運用上、間題ありません。 

[?1 Windows のインス!^ール中、テキストベースのセットアップ画面で、文字化けした 

メッセージび表示され、インス!^ールび続行できない 

n 複数の八ードディスクドライブを接続したり、ディスクアレイコント□ーラ配下に 
複数のシステムドライブを作成してインス I —ルを行っていませんか？ 

一 OS をインストールする八ードディスクドライブ w 外の八ードディスクドライ 
ブをいったん取り外した状態でインス I -ールを行ってください。 
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-> ディスクアレイコント□ーラ配下のディスクにインス!-ールする場合は、シ 
ステムドライブを複数作成せず、1つだけ作成してインストールを行ってくだ 
さい。複数のシステムドライブを作成する場合は、インストール完了後、 
ディスクアレイのコンフィグレーションユーティリティを使用して追加作成 
してください。 

[?] Windows のインストール中、イベントビユーアのシステム□グに仪下の□グび出力さ 

れる 


サーバはトランスポー h ¥ Device ¥ Net 己 T _ Tcpip _{.....} にバインドできませんでした。 


トランスポートが初期アドレスのオープンを拒否したため、初期化に失敗しました。 


ネットワークの別のコンピュータが同じを前を使用しているため、サーバーはトランスポート 
¥ Device ¥ NetbiosSmb にバインドできませんでした。サーバーを起動できませんでした。 


ーネットワークドライバの更新時に発生します。システムの運用上、問題あり 
ません。 


[?1 Windows のインストール後にデバイスマネージャで日本語106/10目キーボードび英 

語101/102キーボードと認識される 

ー デバイスマネージャでは英語101/102车ーボードと認識されていますが、 

车ーボードの入力は日本語106/109羊ーボードの配列で行うことができます。 
日本語106/109丰ーボードに変更したいときは、下の手順で変更してくだ 
ぎい。 

(1) [スタートメニュー]から[設定]を選択し、[コント□ールパネル]を起動する。 

(2) [管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し、[デバイスマネージャ]をク 
リ、ソクする。 

(3) [キーボー鬥をクリックし、じ(下のプ□パティを開く。 

101/102英語羊ーボードまたは、 Microsoft Natural PS /2 羊ーボード 

(4) [ドライバ]タブの[ドライバの更新]をクリックし、[このデバイスの既知のドラ 
イバを表示してその一覧から選択する]を選択する。 

(5) 「このデバイスクラスの八ードウエアをすべて表示」を選択し、日本語 PS /2 
车ーボード （106/109 キー）を選択して[次へ]をクリックする。 

(6) ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 

(7) じ(下のメッセージが表示された場合は、[はい]をクリックして操作を続行す 

る0 




Windows じよって、このデバイ； 

一如、す安定にねったり、売全たを。 


がかり イ? raw 化ぁります。このドライ"のイ 
I はぃ M イ I 、いいえ卿 


xj 

できねかったため、このデバイスをインスト 
__くな巧しないことびあります。まを、 ] ンピュ 
パのインストールを橘巧しますか？ 


[?] Windows の動作び不安定 


n システムのアップデートを行いましたか？ 

一 0 S をインストールした後にネットワークドライバをインストールすると動作 
が不安をになることがあります。41ページを参照してシステムをアップデー 
卜してください。 



























202 障害時の対処 


[?1 STOP エラーが発生した時、「自動的に再起動ずる」の設定で、設定どおりに動作しな 

い 

一障害発生時に「自動的に再起動する」の設定にかかわらず、自動的に再起動 
する場合や再起動しない場合があります。再起動しない場合は、手動で再起 
動してください。また、この現象発生時に画面に青い縱線が入るなど、画面 
が乱れる場合があります。 

[?1 ブルー画面 （ STOP エラー画面）で電源 OFF びできない 

ーブルー画面で電源を OFF にする時は、強制電源 0 FF ( P 0 WER スイ、ソチを4秒間 
押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は OFF になりません。 

[?] バックアップ媒体か5システムをリストア後、動作びおかしい 


一 EXPRESSBUILDER を使ってシステムをアップデートしてください （41 ぺ一 
ジ参照）。 
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EXPRESSBUILDER について 

EXPRESSBULDER から起動できない場合は、次の点について確認してください。 

n POST の実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しましたか？ 

一 POST を実行中に EXPRESSBULDER をセッ ト し、再起動しないと エラー メッ 
セージが表示されたり、 0 S が起動したりします。 

n 目 I 0 S のセットアップを間違えていませんか？ 

- 巨 I 0 S セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順唐を設をするこ 
とができます。 BIOS セットアップユーティリティで光ディスクドライブが最 
初に起動するよう順唐を変更して<ださい。 

く確認するメニュー： 「 Boot 」 > 

EXPRESS 目 ULDER 実行中、何らかの障害が発生すると、 t (下のようなメッセージが表示され 
ます。メッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


メッセージ 

原因と処理方法 

本プ□グラムの動作対象マシンではありません。 

EXPRESSBUILDER の対象マシンではありません。対象 
マシンで実行してください。 

NvRAM へのアクセスに失敗しました。 

不揮発性メモリ （ NvRAM ) にアクセスできません。 

八ードディスクドライブへのアクセスに失敗しま 
した。 

八ードディスクドライブが接続されていないか、八ード 
ディスクドライブが異常です。八ードディスクドライブが 
正常に接続されていることを確認してください。 


この他にもシームレスセットアップでディスクアレイ構築時やシステム診断を実行したとき 
に障害を橫化するとエラーメッセージが表示されます。表示されたメッセージをメモし、保守 
サービス会社までご連絡ください。 

ディスクアレイに関するセットアップ中に障害を橫化するとディスクアレイのセットアップ 
をスキップします。このようなメッセージが現れた場合は、ディスクアレイコント□ーラまた 
は八ードディスクドライブに障害が発生している可能性があります。保守サービス会社に保守 
を依頼してください。 
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シームレスセットアップについて 

[?1 指定したパーティションサイズよりもルさい容量の八ードディスクドライブを使用して 

インス I -ールしようとしたときに下のメッセージび表示された 


指定された A° - テイシヨンサイス''は A- ドテ''イスクの確保可能な容量を超えています。 
セットアツ7は確保できる最大サイス'' で A° -テイシヨンを作成しました。 

セットアツ7を続行します。 

I 0K J 


一異常ではありません。<£が6「>车一を押してインストールを続けてください。 

[?1 CD-ROM か!5ファイルをコピー中または CD-ROM をチェック中に画面表示び乱れた 

一く 1^>丰一を押してください。く R> 羊一を押しても何度も表示されるときは、 
シームレスセットアップをはじめからやり直してください。それでも同じ結 
果が化たときは保守サービス会社に連絡して、光ディスクドライブの点橫を 
化頼してください。 

[?1 自動インストールび中断し、セットアップ情報を入力するように求め5れた 

一 設定したセットアップ情報に闇違いがあります。メッセージに従って正しい 
値を入力してください。インストールを羊ャンセルする必要はありません。 
Windows ではセットアップの最後の再起動で再度、く Erite「> 羊一の入力を要 
求されることがあります。 

[?1 r コンピュータの役割 J 画面で[終了]び表ちされる 

一ここで[終了]をクリックすると、その後の設をはシームレスセットアップ 
の既を値を自動的に選択して、インス!-ールを行います。 

<既定値> 

ネットワークプ〇トコルの設定 

プ□トコル： TCP/IP [DHCP 指定] 

サービス： Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有の選択 

クライアント： Microsoft ネットワーク用クライアント 

コンポーネント： SNMP. IIS (Professional/Windows Server 2003除く） 

アプリケーシヨン： ESMPRO/ServerAgent 

エクスプレス通報サービス 

Power Console Plus (ディスクアレイコント□-ラを接続時） 

* DAC: ディスクアレイコント□-ラ 

[?1 r コンピュータの役割」画面で[終了]び表示されない 

-> 作成済みのセットアップ情報ファイルを□ードした場合は表示されません。 

-> [終了]は、最初に[コンピュータの役割]画面に移ったときにのみ表示され 
ます。一度でも[コンピュータの役割]から先の画面に進むと[戻る]を使 
用して、[コンピュータの役割]画面に戻っても、[終了]は表示されません。 

[?] rA °- ティシヨンの使用方法」で「既存 A °- ティシヨンを使用する」を選択したのにディスクの全領 

域び 0 S 領域としてインス I ^ールされている 

一流用するパーティション W 外（保守領域を除く）にパーティションが存在し 
ましたか？流用するパーティションじ(外にパーティションが存在しなかった 
とき全領域を確保して Windows をインストールします。 
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[?] ドメインに参加ずるように設定したのに、ワークグループでインストールされている 

ードメイン参力□設をではなくワークグループ設をでインス I -ールされます。 0 S 
起動後に、ドメイン参力□を行ってください。 

ーホストをに2バイト文字を使用していませんか？ 

Windows Server 2003の場合、ホストをに2バイト文字を使用するとドメイ 
ンの参力□に失敗します。失敗した場合は、コント□ールパネルーシステムか 
らドメインの参力□設をを行ってください。 

[?] パーティションサイズに大きな値を指定したのに、実際に Windows を起動してみると、 

409日 MB でシステムノ ーティションび作成されている 

一り r -ティションサイス A 」で実領域じ(上の値を設をしていませんか？ 

全領域（保守領域を除 <) を1パーティションで作成したい場合は「全領域」 
を設をするよう I こしてください。 

一「ハ°-ティションサイス''」で 200 GB じ(上の値を設をしていませんか？ 

パーティションサイズは200 G 目未満に設をしてください。 

[?] 2 GB じ[上のパーティションに NTFS でインストールしたのにクラスタサイズが已12バ 

イトでインス I "ールされる 

ーシームレスセットアップの仕様です。512バイト W 外のクラスタサイズでイン 
ストールしたい場合は、マニュアルセットアップをしてください。 

[?1 ディスプレイの解像度として指定したものと違う解像度で Windows び起動した 

- ディスプレイの解像度は、指をされた設をが使用できなかった場合、それに 
おい設ちかまたはドライバのデフォルト値が使用されます。 

[?] 間違ったプ□ダクトキーを入力してしまった 

一闇違ったプ□ダクト羊一を入力しても、自動インストールは開始します。し 
かし、自動インストール中にストップ、再入力を促されます。また、この場 
合、自動インストール中の GUI セットアップ終了の再起動時に入力要求が発生 
します。これら2回の入力を行えば、 Windows のセットアップには問題はあり 
ません。 


[?] ネッ S ワークアダプタの詳細設定がでさない 

ーシームレスセットアップでは、ネットワークアダプタの詳細設定は行えませ 
ん。 Windows の起動後、コント□ールパネルから設定してください。 

[?] シームレスセットアップで設定しなかったネットワークアダプタの設定がねれて 

Windows わ X 起動した 

一 Windows は認識したネットワークアダプタは既を値に設をしてインス I -ール 
します。設をの変更は、 Windows の起動後、コント□-ルパネルから行えま 
す。また、シームレスセットアップで設をしたが、実際に接続されていな 
かった場合、アダプタのセットアップは行われませんが、プ□トコルのイン 
ストールだけは行われます。 

[?] 複数枚ネットワークアダプタを装着し、アダプタごとに違うプ^トコルを設定したの 

に、どのアダプタもすベてのプ^トコルび設定されている 

仕様です。をアダプタにはインストールされたプ〇トコルすべてが使用でき 
るように設をされます。シームレスセットアップで設をできないものは、す 
ベて既を值になります。 
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[?1 複数がネットワークアダプタを設定したとき、 TCP / IP 3^ D トコルの詳細設定がずベて 

DHCP を使用ずるになっている 

-> 複数枚のネットワークアダプタを設をしたときに、プ□トコルの詳細設をが 
すべて既を値になることがあります。コント□ールパネルから詳細設をを 
行ってください。 

[?1 ネットワークアダプタを複数枚接続していないのにプ^トコルの詳細設定びすべてデ’ 

フォルト設定になっている(例： TCP / IP の場合 IP アドレス設定したのに DHCP 設定に 

なっているなど） 

—複数のプ〇トコルを設をしていませんか？ 

この場合、複数のネットワークアダプタを接続したときと同じ状態になるため、プ 
□トコルの詳細設をがデフォルト設をじなってしまいます。 

0S 起動後にコント□ールパネルから詳細設をを行ってください。 

[?1 なでのメッセージび表示され、インス!ルび中断ずる 


Windows ブート□ーダをインストールできませんでした。 

じドライブがフォーマツトされているか、ドライブが損傷していないか確認してください。 


一追力□アプリケーションのインストールを指をしている場合、この現象が発生 
する場合があります。この現象が発生した場合、追力□アプリケーションを指 
をしないでインストールを行なってください。 

[?1 シームレスセットアップ中、 「0 S 差分モジュールのコピー」もしくは 「0 S CD-ROM 

の挿入」時に下のメッセージび表示され、セットアップび中断する 


Bad Command or filename 
Insufficient disk space 


一 t (下の手順に従って SCSI コント□ーラの BIOS の設をを磕認してください。 
本書に記載されていない SCSI コント□ーラの手順については、 SCSI コント 
□—ラの説明書を参照し rint13 Extensions] の設をを磕認してください。 

く A に-7892の場合> 

1. POST 中に A に-7892が表示されたらく Ct「l>+ く A> 羊一を押す。 

2. 「Configure/View SCSI Controller Settings」 を選択する。 

3. 「Advanced Configuration Options」 でく Enter〉 キーを押す。 

4. 「BIOS Support for Int 13 Extensions」 を 「Enabled」 に変更する。 

5. BIOS のメニューを終了し、システムを再起動する。 

6. シームレスセットアップを実行する。 
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マスターコント □ ールメニューについて 

[?1 オンラインドキュメントび読めない 


□ Adobe Acrobat Reader が正しくインストールされていますか？ 


- オンラインド羊ュメントの一部は、 PDF 形式で提供されています。あらかじ 
め Adobe Acrobat Reader(Version 4.05 W 上)をインストールしておいてくだ 
さい。なお 、 Adobe Acrobat Reader は、 EXPRESS 目 ULDER からインストー 
ルすることができます。 マスターコント□ールメニューを起動後、「ソフト 
ウェアのセットアップ」の [Adobe Acrobat Reader J を選択してください。 


[?] オンラインドキュメントの画像び見にくい 


n ご使用のディスプレイは、256色]: i 上の表示になっていますか？ 

ーディスプレイの設定が256色未満の場合は、画像が見に<<なります。256色 
W 上の表示ができる環境で実行して<ださい。 

[?1 マスターコント□ールメニューび表示されなし、 

n ご使用のシステムは 、 Windows NT 4.0 W 峰、または Windows 95 J :_ i 降ですか？ 

一本プ□グラムは Windows NT 4.0峰、または Windows 95 J ： i 峰のオペレー 
ティ ングシステム上で動作させてください。 

n < Shif わ羊一を押していませんか？ 

一 く Shift 〉 羊一を押しながら CD - ROM をセットすると、 Autorm 機能が羊ャンセ 
ルされます。 

n システムの状態は問題ありませんか？ 

ーシステムのレジストリ設をや CD - ROM をセットするタイミングによってはメ 
ニューが起動しない場合があります。そのような場合は、 CD - ROM の 
¥ MC ¥ に T . EXE をェクスプ □- ラなどから実行してください。 


[?] メニュー項目びグレイアウトされている 


n ご使用の環境は正しいですか？ 

一実行するソフトウェアによっては、管理者権限が必要だったり、本装置上で 
動作することが必要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてく 
ださい。 

[?] メニューび英語で表示される 

n ご使用の環境は正しいですか？ 

ーオペレーティングシステムが英語バージョンの場合、メニューは英語で表示 
されます。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語バージョンのオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 
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ExpressPicnic について 

[?1 セットアップ情報の設定で ExpressPicnic ウィンドウのビットマップび正しく表示さ 

れない （ Trekkin 旨コマンド使用時） 

ディスプレイの設をの色数が256色未満の場合はビットマップが正し<表示さ 
れていませんが、セットアップ情報は正しく表示できます。 

[?1 Point To Point トンネリングプ日トコルの設定びできない 

一現在サポートしていません。インストール後、コント □ ールパネルから設定 
を行ってください。この場合、再起動は必要ありません。 

[?1 ネットワークアダプタの詳細設定びでさない 

ExpressPicnic では、ネットワークアダプタの詳細設をは行えません。 
Windows の起動後、コント□ールパネルから設定:してください。 


ESMPR 0 について 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）について 


一添付の EXPRESS 目 UILDER CD-ROM 内のオンラインド羊ユメント 

「 ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インストレーシヨンガイド」でトラ 
ブルの回避方まやその他の補足説明が記載されています。参照して<ださい。 

ESMPRO/ServerManager について 


一添付の EXPRESS 巨 UILDER CD - ROM 内のオンラインドキュメント 

「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「インストレーションガイド」でトラブルの回避方 
まやその他の補足説明が記載されています。参照して<ださい。 


その他のバンドルソフトウエアについて 

EXPRESS 目 UILDER にバンドルされている管理ソフトウエアに関する説明は、 html ファイルま 
たは PDF ファイルとして EXPRESS 巨 UILDER の中に格納されています。 PDF ファイルは、 
Adobe Acrobat Reader Version 4.0 JU 降で閲覧することができます。 

Windows 95 J ： i 降、および Windows NT 4.0 W 降で動作しているコンピュータの光ディスクド 
ライブに EXPRESSBULDER をセツトすると「マスターコント日ールメニュー」が表示されま 
す。マスターコト□ールメニューからを種管理ソフトウエアに関するオンラインド羊ュメント 
を読むことができます。 
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万一障害が起きた場合、次の方までさまざまな障害発生時の情報を採取することができます。 


Hi 


イベント□グの採取 

装置に起きたさまざまな事象（イベント）の□グを採取します。 


1. コント□ールパネルから[管理ツール]-[イベントビユーア]をクリックする。 

2. 採取する□グの種類を選択する。 

[アプリケーション□グ]には起動していたアプリケーションに関連するイベント 
が記録されています。[セ丰ユリティ□グ]にはセ羊ユリティに関連するイベン 
卜が記録されています。[システム□グ]には Windows のシステム構ぶ要素で発生 
したイベントが記録されています。 

3. [操作]メニューの[□グファイルの名前を付けて保存]コマンドをクリックする。 


4. [ファイル名]ボックスに保存するアーカイブ□グファイルの名前を入力する。 

5. [ファイルの種類]リストボックスで保存する□グファイルの形式を選択し、 [0 K ] 
をクリックする。 


詳細については Windows のオンラインヘルプを参照してください。 


STOP エラーやシステムエラー、ストールび起きている場合はいったん再起動 
してか5作業を始めます。 


• ly 降で説明する障害情報の採取については、保守ヴービス会社の保守員 
か5情報採取の依頼びあったときのみ採取してください。 

• 障害発生後に再起動されたとき、仮想メモリが不足していることを示ず 
メッセージび表示されることびありまずび、そのままシステムを起動し 
てください。途中でリセットし、もう一度起動ずると、障害情報び正し 
く採取でをません。 


障害情報の探取 



ねねねねねねねねねねねなねなねね 
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構成情報の採取 

八ードウエア構成や内部設を情報などを採取します。 
情報の採取には「彰断プ□グラム」を使用します。 


P -0 STOP エラーやシステムエラー、ス I ルび起きている場合はいったん再起動 
置 3 してか5作業を始めます。 


1. スタートメニューから[ヘルプとサポート]をクリックする。 

2. ツールノ く 一から[ヴポー M をクリック する。 

3. 隅連項目]から[システムの詳細情報]をクリックする。 

4. [システムの詳細情報を表示する]をクリックする。 

日.[ファイル]メニューの[エクスポート]コマンドをクリックする。 

目.[ファイル名]ボックスに保存するファイルの名前を入力する。 

7. [保存]をクリックする。 

ワトソン博±の診断情報の採取 

ワトソン博±を使って、アプリケーションエラーに関連する診断情報を採取します。 

彰断情報の保存先は任意で設をできます。詳し<は「導入編」の「ワトソン博±の設を」を参 
照してください。 


メモリダンプの採取 

障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取します。ダンプを DAT に保存した場合は、 
ラベルに rNTBackupJ で保存したか 「 ARCServe 」 で保存したかを記載しておいてくださ 
し^。診断情報の保存先は任意で設定できまず。詳しくは「メモリダンプ（デバッグ情報）の設 
を」 （35 ページ）を参照してください。 



• 保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動 
作しているときに操作ずるとシステムの運用に支障をきたすおそれびあ 
りまず。 

• 障害の発生後に再起動したときに仮想メモリが不足していることを示す 
メッセージが表示される場合びありまずび、そのまま起動してくださ 
し、。途中でリセットして起動し直すと、データを正しくダンプできない 
場合びあります。 
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システムの修復 


0 S を動作させるために必要なファイルが破損した場合は、「修復プ□セス」を使ってシステム 
を修復してください。 



• システムの修復後、41ぺージの「システムのアップデート」を参照し 
て(2、ずシステムをアップデートしてください。また、 Windows の場合 
は、システムのアップデートに加え、各種ドライバをアップデートして 
ください。詳しくはオンラインドキュメント「インストレーシヨンヴプ 
リメントガイド」の「ドライバのインストールと詳細設定」を参照して 
<ださい。 

• 八ードディスクドライブび認識できない場合は、システムの修復はでき 
ません。 


修復手順 

何らかの原因でシステムを移動できなくなった場合は、回復コンソールを使用してシステムの 
修復を行います。ただし、この方法は詳しい知識のあるユーザーや管理者じ(外にはお勤めでき 
ません。詳細じついては、オンラインヘルプを参照してください。 
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巧巧ッール 

本製品ではオフライン保守ユーティリティをサポートしていませんが、手動にて本製品の障害 
解析を行うための保守ツールを提供しています。 ESMPRO が起動できないような障害が本製 
品に起きた場合は、保守ツールを使って障害原因の磕認ができます。 

wO 保守 ツールは 通常、保守員び使用するプ□グラムでず。使用する場合は、保守 
サービス会社に連絡して、保守員の指示に従って操作してください。 


起動方法 


• POST 画面でく F 4> 羊一を押すと、 A - ドディスクドライブから起動します。 

• EXPRESSBUILDER を本体の光ディスクドライブにセットして、再起動すると起動しま 
す（選択するメニューは[ツール]です）。 


巧巧ツ_ルの機能 


W 下の機能を実行できます。 

• システム情報の管理 

お客様の装置固有情報や設定のバックアップ（退撒をします。バックアップをしてお 
かないと、ボードの修理や交換の際に装置固有情報や設定を復旧できなくなります。 


システム情報のバックアップの方法については、42ぺージで説明しています。 
なお、リストア（復旧）は操作を熟知した保ず員に(外は行わないでくださし、。 


• 各種ユーティリティの起動 




W 下のユーティリティを起動することができます。 

—システム診断ユーティリティ 
一保守用パーティシヨンの更新 
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装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死じす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


ち動と保管 


本体を移動-保管するときは次の手順に従ってください。 



A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 


などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 


明をご覧ください。 

A 

参 

1人で持ち上げない 

参 

中途半端に取り付けない 

参 

指を挟まない 


参 

高温ま意 


フ□アのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売 
店または保守サービス会社に連絡してください。 

J \- ドディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップ 
をとっておいて<ださい。 

J \- ドディスクドライブを内蔵している場合は A — ドディスクドライブ 
に衝撃を与えないようにミち意して本体を移動させてください。 

再度、運用ずる際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を 
保てる場所に保管ずることをお勧めしまず。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：- 10° C 〜日已で、湿度： 
20%〜80%)を守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 


警告 
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1. フ□ッピーディスク、 CD - R 日 M をセットしている場合は取り出す。 

2. 本体の電源を日 FF ( P 日 WER ランプ消丹）にする。 

3. 本体に接続している電源コードをコンセントから抜く。 

4. 本体に接続しているケーブルをすべて取り外す。 

己.本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないよラしっかりと徊包する。 


W -0 輸送後や保管後、装置を再び運用ずる場合は、運用の前にシステム時計の確 
■to 認•調整をしてください。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 
本装置および、内蔵型のオプション機器は、寒い場所か5暖かい場所に急に持 
ち込むと結露び発生し、そのまま使用ずると誤作動や故障の原因となりまず。 
装置の移動後や保管後、再び運用する場台は、使用環境に十分なじませてか5 
お使いください。 
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ユーザーヴポート 

アフターサービスを お受けじなる前に、保証および サービスの 内容じついて磕認してくださ 
い。 


巧証にごいて 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所を事項を記入してお渡し 
しますので、記載内容を磕認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場合は、『保証書』の記載内容にちとづき無償修理いたします。詳し<は『保証書』およびこ 
の後の「保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期闇後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会せに連 
絡してください。 


wO • NEC 製切が（ヴードパーティ）の製品、または NEC び認定していない 
■to 装置やインタフェースケーブルを使用したために起きた装置の故障につ 

いては、その責任を負いかねますのでご了承ください。 

• 本体に、製品のお式 、 SERIAL No . (号機番号)、定格、製造業ち名、 
製造国び明記された銘板び貼ってあります。販売店にお問い台わせする 
際にこの内容をお伝えください。また銘板の号機番号と保証書の保証蚕 
号び一致していませんと、保証期間内に故障した場合でも、保証を受け 
5れないことがありまずのでご確認ください。万一違う場合は、販売店 
にご連絡ください。 
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修埋に出される前に 


r 故障かな？」と思ったら、下の手順を行ってください。 

1 . 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを 
確認します。 

2. 「障害時の対処 （188 ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載 
されている処理を行ってください。 

3. 本装置を操作するために必要となるソフトウェアが正しくインス I -ールされている 
ことを確認します。 

4. 市販のウィルス検出プ□グラムなどでサーバをチェックしてみてください。 

W 上の処理を行ってちなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最寄 
りの NEC または保守サービス会社にご連絡 < ださい。その際にサーバのランプの表示やディス 
プレイ装置のアラーム表示もご磕認ください。故障時のランプやディスプレイじよるアラーム 
表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先については、 
付録目「保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期聞中の修理は必ず保証書を添えてお申し込み<ださい。 


wO この装置は日本国内仕様のため、 NEC の海が拠点で修理することはできませ 
置3 ん。ご了承ください。 


修埋に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 

n 障害情報（209ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保守サー 
ビス会社から指示があったときのみ用意してください。） 

n 本体•周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期闇は、製造打ち切り後5年です。 
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巧巧ヴービスにごいて 


保守サービスは弊社の保守サービス会せ、および弊せが認をした保守サービス会社によっての 
み実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ムの上、ご都 
合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で承っ 
ておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意しております。 

保守サービス メニュー 


契約保守 サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたりまず。この保守方式は、 
装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていただくもので、お客様との間に維持 
保守契約を結ばせていただきます。さまざまな保守サービスを用意していまず。詳しくは 
この後の説明をご覧<ださい。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守または修理料金は 
その都度精算する方式で、作業の内容によって異なりまず。 


NEC では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。サービスの詳 
細については 、 「NEC 8番街 （ http :// nec 8. com /)」 の「サポート情報」をご覧ください。 



• サービスを受けるためには事前の契約び^；、要です。 

• サービス料金は契約する曰数/時間帯により異なります。 
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情報ヴービスにごいて 


本製品に関するご質問-ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL 03-3455-5800 (イ戈表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する「エクスプレ 
ス通報サービス」の申し込みに関するご質問-ご相談は「エクスプレス受付センター」でお受 
けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター 
TEL 01 20-22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

http://nec8.com/ 

『8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 

http://club.express.nec.co.jp/ 

『Club Express ] : [Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800 
シリーズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介しています。 

http://www.fielclin 呂 .co.jp/ 

NEC フイールデイング（株）ホームぺージ：メンテナンス、ソリューシヨン、用品、 
施設工事などの情報をご紹介しています。 





